
ウ
マ
!
ウ
メ

務
審
・
判
形
の
み
を
徴
L
、
こ
用
・
七
用
に
之
を
務
侯

の
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ウ
マ
マ
ハ
リ
バ
ン
ガ
シ
ラ
馬
廻
番
頭
御
馬
廻

御
番
頭
の
起
原
は
不
明
で
あ
る
が
、
慶
長
五
年
大
型

寺
蹄
陣
以
後
粛
藤
粥
兵
衛
に
命
ぜ
ら
れ
た
の
が
そ
の

名
の
見
え
る
初
め
で
あ
る
。
元
旅
五
年
八
月
サ
一
一
一
日

高
山
在
番
の
命
が
あ
っ
た
時
、
湯
原
源
七
郎
腐
信
を

話
役
に
命
ぜ
ら
れ
、
役
料
百
石
を
賜
は
っ
た
。
次
い

で
岡
在
番
の
た
め
に
六
年
阿
部
茜
右
衛
門
吉
忠
、
同

年
長
屋
七
郎
左
衛
門
短
忠
、
七
年
村
安
左
衛
門
恭
軍
、

同
年
小
蝿
左
兵
衛
勝
経
、
八
年
中
黒
六
左
衛
門
秀
基

に
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
六
周
駿
城
と
な
っ
た
震
御
用
桝

と
な
っ
た
。
か
〈
の
知
〈
御
番
頭
は
在
番
の
組
の
み

に
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
其
の
後
鱒
役
或
は

御
発
等
で
貧
永
二
年
五
思
議
に
絡
め
ら
れ
た
。
後
嘉

永
六
年
七
用
ま
た
新
規
に
之
を
置
い
た
こ
と
が
あ

る。
ウ
マ
マ
ハ
リ
バ
ン
シ
ヨ
馬
廻
番
問
金
海
域
内

に
於
け
る
馬
廻
組
の
士
の
勤
番
す
る
番
所
は
、
も
と

=
一
之
丸
・
橋
爪
御
門
・
玉
泉
院
丸
・
七
十
聞
御
門
・
金
谷

出
丸
裳
・
御
式
建
・
土
橋
御
門
の
七
よ
町
で
あ
っ
た
が
、

貞
享
元
年
五
周
橋
爪
・
御
式
凝
の
一
一
ヶ
所
を
組
外
の
士

の
番
所
と
し
、
そ
の
他
の
五
ャ
閉
山
を
馬
廻
組
か
ら
勤

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
番
士
の
年
齢
に
就
い
て
は
、

寛
文
二
年
十
こ
周
朔
日
に
、
七
十
歳
以
上
之
面
々
の

御
番
は
御
意
次
第
に
赦
菟
せ
ら
れ
る
と
い
ひ
、
延
費

二
年
Z
A

周
サ
七
日
に
は
、
馬
廻
七
十
歳
以
上
で
御
番

を
赦
兎
せ
ら
れ
た
も
の
ふ
子
が
、
二
十
歳
以
上
で
前

髪
を
も
除
い
て
民
た
ら
、
代
番
を
仰
付
け
ら
れ
る
と

あ
る
。ウ
マ
モ
チ
馬
持
加
賀
藩
で
は
士
分
四
百
五
十

石
以
上
の
知
行
を
受
け
る
者
は
、
自
分
で
莱
馬
を
飼

11 

行
四
百
五
十
石
以
上
の
意
味
で
あ
る
。

ウ
マ
ヤ
カ
タ
厩
方
・
御
厩
方
の
初
は
明
ら
か
で

な
い
が
、
前
回
綱
紀
の
慌
の
中
頃
に
置
か
れ
た
の
で

あ
ら
う
。
御
歩
強
か
ら
縦
外
等
に
踏
む
御
馬
采
の
一

階
級
と
見
え
る
。
事
保
初
年
新
番
の
次
に
列
せ
ら
れ
、

十
二
年
余
識
の
上
、
列
位
最
前
の
逝
h
に
仰
付
け
ら

れ
て
爾
後
述
鍛
L
た
。

ウ
マ
ヤ
カ
タ
カ
チ
ヨ
リ
キ
厩
方
歩
奥
力

J
カ

チ
ヨ
日
キ
歩
奥
カ
。

ウ
マ
ヤ
ク
馬
役
御
馬
役
は
御
Mm
莱
と
も
い
ひ
、

務
侯
の
馬
匹
調
教
と
服
飾
師
範
と
や
・
掌
h
、
御
出
向
奉

行
に
鹿
す
る
。
寛
永
四
年
の
士
般
に
よ
れ
ば
、
ご
百

五
十
石
宮
北
蔚
市
右
衛
門
、
ご
百
.
石
官
開
設
七
右
衛

門
、
百
五
十
石
金
子
右
尉
允
、
百
石
矢

m小
左
衛
門
、

百
石
健
蛾
早
之
助
、
百
五
十
石
桑
地
内
之
示
、
五
十

石
金
子
十
郎
左
衛
門
、
五
十
石
金
子
大
政
の
八
人
が

御
馬
来
栄
で
あ
っ
た
が
、
十
一
年
の
士
艇
に
は
、
三

百
石
小
将
組
資
馬
役
絹
川
園
右
衛
門
、
ご
百
五
十
石

厩
方
組
寅
方
高
桑
軍
兵
衛
、
ご
百
五
十
石
厩
方
組
寅

方
清
瀬
武
兵
衛
、
百
五
十
石
厩
方
組
貴
方
金
子
久
兵

衛
、
百
五
十
石
厩
方
組
貸
方
原
太
郎
左
衛
門
、
百
石

厩
方
組
寅
方
潮
田
喜
兵
衛
、
=
一
十
俵
外
六
人
挟
持
厩

方
組
寅
方
高
橋
久
左
衛
門
の
七
人
が
見
え
る
。
叉
延

貨
か
ら
寅
亭
の
頃
に
去
る
聞
に
は
、
久
徳
叉
四
郎
・

高
橋
久
左
衛
門
・
金
子
久
兵
衛
・
山
根
勘
左
衛
門
・
問

中
十
太
夫
・
高
桑
五
兵
衛
・
萩
原
久
左
衛
門
・
清
瀬
武

兵
衛
・
原
太
郎
左
衛
門
・
佐
藤
俸
十
郎
・
二
日
替
兵
衛

が
あ
る
。

ウ
マ
ヤ
マ
チ
厩
町
金
探
の
醤
町
名
。
今
の
木
J

新
保
一
番
丁
に
笛
る
。
萄
時
馬
借
が
跨
た
鑓
の
名
で

あ
る
。
明
治
四
年
四
用
今
の
名
に
殴
め
た
。

ウ
マ
ワ
タ
シ
馬
渡
石
川
郡
村
井
の
内
の
小
字
。

¥i 

部
帯
。
郷
村
名
義
抄
に
は
、
往
古
こ
の
村
を
も
号
谷

村
と
い
っ
た
と
あ
る
。

ウ
マ
ワ
夕
日
馬
渡

h
w
珠
洲
郡
直
郷
に
毘

す
る
部
務
。

ウ
メ
ガ
Z
ダ
ン
ゴ
梅
枝
因
子

4
プ
ガ

y
ジ
y

ジ
御
願
跡
事
。

ウ
メ
ザ
ハ
チ
ョ
ウ
梅
津
町
金
滞
洩
野
町
ロ
の

街
屈
で
、
浅
野
新
町
の
俄
で
あ
る
。
も
と
は
河
北
部

浅
野
中
嶋
村
の
地
内
に
毘
す
る
梅
滞
と
呼
ん
だ
地

で
、
皮
多
の
跨
住
す
る
腕
で
あ
っ
た
。
明
治
四
年
八

月
穆
多
・
非
人
等
の
抑
制
を
機
せ
ら
れ
て
一
般
民
籍
に

編
入
せ
ら
れ
た
昨
、
梅
探
町
の
町
名
や
・
京
て
、
金
制
伸

市
内
に
毘
せ
し
め
た
。

ウ
メ
ゾ
メ
梅
染
梅
染
は
絹
又
は
臨
布
に
施
し
、

無
地
な
る
を
常
と
す
る
が
、
馬
の
手
綱
叉
は
腹
帯
に

在
つ
て
は
絞
染
な
る
も
あ
っ
た
。
染
法
は
梅
斜
滋
と

て
、
紅
梅
の
制
慨
を
濃
く
煎
じ
た
る
に
明
弊
を
加
へ
、

文
は
梅
の
樹
皮
に
榛
の
樹
度
を
加
へ
、
叉
は
梅
の
樹

皮
に
政
汁
脅
加
へ
で
も
用
ひ
た
。
梅
染
を
浅
く
染
め

た
も
の
は
、
赤
味
あ
る
黄
色
で
、
之
常
赤
梅
と
い
ひ
、

底
度
を
軍
ね
た
る
は
黒
色
に
近
ぐ
L
て
、
黒
梅
と
稽

L
た
。
梅
染
は
加
賀
の
み
の
特
産
で
は
な
い
が
、
加

賀
の
も
の
は
品
位
優
秀
で
あ
っ
た
か
ら
、
加
賀
梅
と

も
加
賀
黒
梅
と
も
呼
ば
れ
た
。
是
売
以
て
覚

E
か
ら

永
E
に
雫
る
聞
に
幕
府
に
封
す
る
献
上
物
と
L
た
こ

と
は
、
親
正
日
記
・
殿
中
市
衣
記
に
見
え
、
延
徳
及

び
明
臨
の
蔭
涼
野
目
録
に
加
賀
梅
卒
絹
と
記
さ
れ
、

富
樫
民
か
ら
本
願
寺
に
贈
っ
た
こ
と
は
天
文
日
記
に

見
え
る
。
叉
天
正
中
上
移
譲
信
の
将
剥
聞
長
親
が
、

能
登
の
遊
佐
美
作
守
に
梅
染
そ
贈
ら
れ
た
こ
と
を
謝

L
た
泊
息
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
能
脅
蓋
の
も
の
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
梅
染
を
布
に
施
L
た
も
の
は
、
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、
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馬
亮
盛
教
笛
年
御
種
云
々
、
手
綱
腹
帯
三
具
棉
統
治

之
。
』
と
い
ひ
、
東
武
貨
録
寛
永
五
年
十
周
廿
八
日
に

前
回
利
常
が
加
賀
染
の
手
綱
百
筋
を
献
上
L
た
と
あ

る
な
ど
は
そ
れ
で
あ
る
。
黒
梅
染
に
就
い
て
は
、
日

用
三
味
記
天
文
九
年
の
傑
に
『
正
周
十
四
日
自
=
渚

里
-
有
v文
、
加
賀
黒
梅
商
務
wmv
之
』
と
見
え
、
前
倒

利
長
の
自
筆
陣
肌
に
『
〈
ろ
う
め
一
だ
ん
み
事
に
出
来

候
』
と
も
あ
る
O
L
か
L
前
例
綱
紀
の
貞
享
元
年
に

は
梅
染
の
訟
を
紺
屋
中
に
下
問
L
て
ゐ
る
か
ら
、
脱

に
腹
絶
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

ウ
メ
ダ
梅
田
河
北
郡
五
ケ
庄
に
邸
す
る
部
落
。

好
事
の
徒
或
は
こ
れ
を
諮
曲
鉢
木
に
見
え
て
、
北
保

時
額
が
佐
野
源
左
衛
門
常
悦
の
腕
領
と
し
て
典
へ
た

と
い
ふ
加
賀
の
梅
田
に
笛
て
る
者
も
あ
る
が
、
億
ず

べ
き
で
な
い
。

ウ
メ
ダ
ウ
ヂ
梅
田
氏
加
賀
諮
の
絵
師
で
あ
っ

た
。
初
組
服
部
喜
平
次
は
尾
張
織
聞
の
浪
人
、
寛
永

六
年
加
賀
に
来
b
、
河
北
郡
梅
凹
村
に
住
し
た
。
子

奥
兵
衛
一
億
鹿
安
ご
年
江
戸
に
出
で
、
狩
野
向
信
に

師
事
し
、
延
費
中
安
江
町
に
蹄
住
、
梅
聞
氏
や
.
縛
し

た
。
元
隊
五
年
夜
。
之
を
鎗
郎
と
し
て
の
初
代
と
す

る
。
ご
代
喜
平
次
麓
奥
は
友
徒
及
び
伯
固
に
mm
び、

元
隊
十
五
年
夜
。
=
一
代
喜
平
次
穂
芳
は
即
替
に
皐

び
、
享
係
十
入
年
夜
。
そ
の
弟
奥
兵
衛
は
細
工
者
に

召
出
さ
れ
た
。
四
代
喜
平
次
令
直
亦
卸
鵬
首
に
感
び
、

延
李
元
年
夜
。
五
代
喜
平
次
臨
直
は
丹
青
を
同
苗
奥

兵
衛
に
感
ぴ
、
安
永
三
年
一
月
七
日
夜
。
六
代
喜
平

次
景
直
は
剃
髪
し
て
九
策
と
い
ひ
、
ま
た
節
税
を
陳

和
鷲
と
も
稽
し
、
寛
政
十
こ
年
六
周
十
一
日
夜
。
七

代
九
淵
穣
直
は
文
化
三
年
三
月
十
五
日
夜
。
九
淵
の

弟
九
築
嗣
い
で
八
代
と
な
h
、
そ
の
子
九
築
九
代
を

嗣
い
だ
。
八
代
は
俳
人
と
し
て
の
年
風
、
九
代
は
江


